
4月検針分から４ヶ月間、水道基本料金が減免。

●偶数月検針：
4月（３－４月利用分）、6月（５－６月利用分）
●奇数月検針：
5月（４－５月利用分）、7月（６－７月利用分）
減免されたことが分かるように、検針票に減免額

が記載される予定です。

さいたま市みんなのアプリを活用して、50％のプ

レミアムがついたデジタル商品券を発行します。

スマホを利用していない方向けに、スマホ無償貸

与事業を併せて行うように要望いたしました。

●販売単価：5,000円
●応募上限：４セット
●利用店舗：さいコイン加盟店
●申込受付：令和8年2月～4月
●利用期間：令和8年4月～8月

　公明党さいたま市議団は、政府の重点支援地

方交付金を活用した物価高対策を緊急要望し、

本定例会で追加の補正予算が成立しました。

高校生年代までの児童１人につき２万円を給付

します。

●スケジュール
令和8年2月：児童手当受給者にプッシュ支給
令和8年3月：その他対象者から申請受付・支給

市内で事業を営む中小企業等を支援するため、

省人化・省力化・業務効率化に資する設備の導

入費用を補助します。

令和８年３月：申請受付
令和８年４月：補助決定・交付

高齢者・障害者施設、保育所・幼稚園、病院等

へ支援金を給付します。
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（仮称）次世代型スポーツ施設整備計画が見直しへ

物価高対策の補正予算が成立

物価高対策①　水道基本料金の減免

物価高対策②　プレミアム付きデジタル商品券

物価高対策③　高校生年代児童１人２万円給付

物価高対策④　中小企業へ設備導入応援補助金

物価高対策⑤　高齢者・障害者施設等へ支援金

与野中央公園に設置を予定していた（仮称）次世代型スポーツ施設は、６月の入札不調を受け

て、再入札へ向けての調査を行なっていましたが、工事費の高騰が見込まれることから、１１月7

日、てるきなを含め中央区選出議員により提出された要望書を受けて、本会議一般質問の初日、

市長から計画を見直し、与野体育館の代替施設

となる市民体育館を設置すると答弁がありました。



さいたま市美術展覧会は会場が狭いため、

全応募作品を一度に展示できず、約１ヶ月の会

期を部門別の3期と選抜展の4期に分けて開催

していることから、次の３点にわたるデメリット
を指摘しました。

現与野体育館は、与野中央公園への移

転建て替えの方針が示されましたが、移転ま

でまだ数年使用することになります。そのた

め、多額な費用をかけることなく、工事不要

で設置することができる移動式エアコンや、

スポットバズーカのリースなど提案しました。

本定例会で提出された補正予算において審議・議決された施策をご紹介します。

●さいたま国際芸術祭を令和９年度に開催
●県立浦和工業高校跡地に、市立特別支援学校（知的障害）を令和１５年度に開校
●国内自治体で初めて、ペロブスカイト太陽電池＊を実践導入
＊ペロブスカイト太陽電池は薄く軽く曲げられる次世代型の太陽電池で、従来の太陽電池

では設置できなかった場所への設置が可能になります。

民法改正により、空き家から越境した樹木

を越境された側の住民が伐採できることにな

っていますが、住民トラブルを避けるために

も、きちんとした手続きを経て伐採ができるよ

うにしていただきたいと要望しました。

上記デメリットの解消手段として、県立近代美術館での開催や、Webギャラリーの併用など、会場・

会期の見直しを提案しました。
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さいたま市議会議員団

てるきな弘志
皆様のご意見・ご要望をお気軽にお聞かせ下さい。

http://terukina.net　☎048-857-8065
 voice@terukina.net

市民生活委員会より

予算委員会より

市展の会期・会場の見直しを

本定例会で提出された補正予算において審議・議決された施策

与野体育館の暑さ対策 管理不全空き家の樹木伐採について

運営側にとって、作品の入れ替えが発生すること。
来場者にとって、期間中何度も訪れなければならないこと。
出品者にとって、自らの作品の展示期間が短くなること。

指定管理者と協議検討を
重ねてまいりたい

スポーツ
部長の
答弁

環境共生
部長の
答弁

相談があった場合には、弁護士や司
法書士等の専門家に相談するようご
案内していますが、協定団体と連携
しながら、寄り添った対応ができるよ
うな方策を研究してまいります


